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13:40　プロジェクト概要説明

　　　　　　NPO 法人起業支援ネット副代表理事	 	 	 　鈴木直也

13:45　できることもちよりワークショップ説明　

　　　　　　一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト代表理事	 　渡辺ゆりか

13:55　『できることもちよりワークショップ発表会』

　　　　　　（黒部市）特定非営利活動法人宇奈月自立塾	 	 　牟田光生

14:20　『松本市鎌田地区・奈川地区の取り組み』

　　　　　　（松本市鎌田地区）松本大学特別調査研究員	 	 　塚原有香

　　　　　　（松本市奈川地区）	松本大学特別調査研究員	 	 　松本尚子

　　　　　　（松本市新村地区）	松本大学特別調査研究員	 	 　一色美月

14:55　『できることもちよりワークショップと地域の方々の反応』

　　　　　　（大府市）特定医療法人共和会　共和病院	 	 　宮川省吾

15:20　第一部総括	 	 	 	 	 	 　鈴木直也

15:25 ～ 15:40　休　憩
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13:30　開会の挨拶

　　　　　　公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会	常務理事　福母淳治　

　　　　　　日本財団ソーシャルイノベーション本部公益事業部国内事業審査チーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		　　チームリーダー　中村真美子

15:40　パネルディスカッション『ワークショップ実施後の展開について』

　　　　　　進行　鈴木直也

15:40　（入善町）特定非営利活動法人工房あおの丘	 	 　西島亜希

16:00　（松本市新村地区）松本大学特別調査研究員	 	 　一色美月

16:15　（名古屋市）一般社団法人しん	 	 	 	 　本間貴宣

16:30　2016 年度プロジェクト事業評価の視点から　

　　　　　　公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会	 　上野悦子

　　　　本人中心の地域づくりの視点から	 	 	 	 　渡辺ゆりか

16:55　プロジェクト全体の視点から	 	 	 	 　鈴木直也

17:00　閉会

　　　		自由交流

17:30　終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　（敬称略）

　第一部　2017年度「誰一人取り残さない地域社会づくりプロジェクト」実施報告

　第二部　パネルディスカッション（2016年度中心に実施団体を中心に）

2017年度「誰一人取り残さない地域社会づくりプロジェクト」成果発表会
プログラム・目次
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開 会 の 挨 拶

主催者：日本障害者リハビリテーション協会

常務理事　福母淳治

　本日は連休中にもかかわらず、たくさんの方にお越しいただきありがとうございました。

　この事業は私どもだけでなく多くの方々の支えによってできております。

　本日は、資金の面だけでなく、いろいろな面でご指導ご支援いただいております日本財

団様から、中村様、袖山様にお越しいただいております。それから会場の準備等の段階

から松本大学の尻無浜先生と調査研究員の皆様にもご協力いただいております。この場を

お借りしてお礼を申し上げます。

　また、この事業にはなくてはならないお二方がいらっしゃいます。お一人は渡辺ゆりか

さん、それから鈴木直也さんであります。お二方のご支援ご協力がなければ実現しなかった

ものと思っております。改めてお礼を申し上げます。

　さて、この事業の発端となりましたのは、2015 年、第３回アジア太平洋ＣＢＲ会議を

日本で開催したことであります。この国際会議にも日本財団様はじめ多くのご支援をいた

だき開催することができました。

　この国際会議の成果を日本において生かしていくために、翌年度からの２年間、本事業

を実施してまいりました。２年目の 2017 年度は日本財団様からのご提案により、本事業

の成果を評価することにも取り組むことといたしました。本日後半にこの評価事業を担

当しました本協会国際部の上野よりご説明させていただきます。

　私共としましては、本事業の成果を今後どう展開していくかということが、非常に大

きな課題と考えております。本日の成果発表会の内容を踏まえて、今後、共生社会実現

のために国内における普及と、将来的には国際的な支援につなげていきたいと考えてお

ります。

　本日は、本事業に関心を持っていただいている方々にご参加いただいていると思って

おります。皆様方には今後ともご支援、ご協力を賜れば幸いに存じます。

　それでは、本日は長丁場になりますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。
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開 会 の 挨 拶

ご来賓：日本財団ソーシャルイノベーション本部公益事業部　国内事業審査チーム

　チームリーダー　中村真美子

　こんにちは。

　日本財団の中村と申します。

　先週はとても寒かったのですが、今日は天気が良くてほっと一息という感じですね。

　日本財団の話を少しさせていただきますと、日本財団の活動理念に 「みんながみんな

を支える社会を目指します」という言葉があります。

　こちらの事業はまさにその理念に合致したものであると考え、支援させていただいて

います。

　2016 年度の CBID 研修プログラムの報告書に「日本では地域の課題が複合化し既存の

制度では対応が難しくなってきた。日本の地域社会で継続されている良い実践を CBID

の視点で見直すことで価値の再発見につながるかもしれない」との記載があります。

　今日の発表会では、さまざまな取り組みをされている地域の方々からの報告、その

後のディスカッションと多くの方の参考になるものと思っております。

　今日の成果発表会でみんながつながる地域づくりについて、各地域の人たちの行動に

つながり、ひいては日本財団の活動理念である「みんながみんなを支える社会」が実現

されることを願っています。

　本日は皆さんの発表を楽しみにしております。ありがとうございました。
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第一部 2017年度「誰一人取り残さない
地域社会づくりプロジェクト」実施報告

▶︎プロジェクト概要説明

NPO 法人起業支援ネット副代表理事　鈴木直也

▶︎できることもちよりワークショップ説明

一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト代表理事　渡辺ゆりか

▶︎（黒部市）特定非営利活動法人宇奈月自立塾　

牟田光生

▶︎（松本市）鎌田地区・奈川地区　

塚原有香　松本尚子　一色美月

▶︎（大府市）特定医療法人共和会共和病院　

宮川省吾
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プロジェクト概要説明

NPO 法人起業支援ネット　副代表理事　鈴木直也

　ご紹介いただきました鈴木です。本日は精いっぱい務めさせていただきますのでよろ
しくお願いします。
　今回の「誰一人取り残さない地域社会づくり事業」は、日本国内で今、６ヶ所で実践
されています。昨年は３ヶ所、今年は３ヶ所動いています。私たちがなぜこれをやって
いるかということなんですけれども、地域社会から取り残されてしまいそうな人たちって
結構いっぱいいらっしゃる。そういう人たちが、そうであっても、つながりを取り戻して
暮らしていけるように、この「星」の中の言葉（パワーポイントの説明）が 一つでも取り
戻せるように、二つでも三つでも取り戻せるように。こういう理念というか、大きな願
いを込めて進めている事業です。
　具体的には手を挙げてくださった地域のリーダーを発掘しよう。そしてそのリーダー
が中心となって地域の関係者に声がけをしてワークショップを開催しましょう。そして
参加した人たちにフォローアップをかけ、仲間が増えていく中で、お互いに助け合う地
域にしよう。大きくいうとこのような事業を２年間、進めてまいりました。
　この事業は大きく二つのアプローチがあります。一つは地域へのアプローチです。地
域をどうやってよくしていくのか。地域の課題を見つけて、その課題にアプローチをし
ていって地域を変えていこうというものです。それから個人。地域だけじゃなく個人一
人ひとり、抱えている課題は違っていて、多様です。ですから個人の課題に向き合って、
その個人の未来を変えていこう。これらを同時に実現していこうということです。
　地域の課題と個人の課題は実は連動していますから同時に変えていくしかないんです。
そのときにワークショップを機能させることで、目指す未来、誰一人取り残さない地域
社会を作っていこうということを考えています。この地域の課題をどうやって把握して
変えていくのかというところで、先ほどから CBID とか CBR という言葉が出ていますが、
WHO が作ったマトリックスが 25 項目あります。このマトリックスを使って地域の機能
を診断して、地域を豊かにしていこうアプローチになります。
　もう一つ、個人へのアプローチですが、個人の悩みやニーズ・必要な支援を我々の方
で作成しています。これで個人の診断をかけて、課題を浮き彫りにして、具体的な支援を
していこうということです。こうして一人ひとりの未来を変えていこうと考えています。
　ワークショップをその中で使うのですが、ワークショップをすることによってネット
ワークが、地域が、もう一度再構築される。地域ではネットワークが生かされていない
とか使い切れていないとか、いろいろあって難しいんですが、それを機能させていこう
とプロジェクト全体を進めています。
　その中で一番キーになるのはワークショップです。ワークショップについてはこの後
渡辺さんから説明があります。
　今日は実はオリンピックを開催していまして、皆さん、オリンピックよりもこの会を
選んでいただいたということで本当に感謝しております。私も本当に気にはなっている
んですよね、金メダルをとれるかどうか。でも、私たちは私たちで金メダルに相当する
ような一日になればと思います。
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「できることもちよりワークショップ発表会」
発表パワーポイントの説明

特定非営利活動法人宇奈月自立塾　牟田光生

◉団体紹介と黒部市の現状説明と特色　・・・・パワーポイント　１～ 9 頁
　団体の特色として、ニート・ひきこもり・生活困窮者・生活保護者・児童養護・障害
者の就労支援を行っています。
　さまざまな支援を行っていますが、立ち上げ当初は不登校児のフリースクールを横浜
で行ってきました。
　ただ、現在の不登校・ひきこもりの要因も多岐にわたっており生活困窮者や生活保護
者、発達障害や精神疾患等さまざまな問題が背景にあります。
　支援と一口に言っても多様化しており、それらさまざまな問題に対応出来るよう当法
人では事業を展開しています。
　また、生活困窮等の観点から児童養護支援である、自立援助ホームも昨年から受託運
営しておりさまざまな角度や制度からのとりこぼれのないよう支援を展開していきたい
と思っています。
　ただ、母団体が横浜でスタッフも地元の人間が少なく、地域のツテが非常に薄い。
もっと地域と繋がりたい！思いと、隣町の工房あおの丘さんからの紹介があり、「できる
こともちよりワークショップ」の開催を決めました。
　思いとしてはこれから、「できることもちよりワークショップ」のような研修機会を通じ
て「我が事・丸ごと」地域力強化推進事業を皆で受託し地域の為に行うことが出来れば
と思っています。
　他のさまざまな支援を行っている団体とインクルージョンしていきたいのですが、小
さな地域であまり NPO 等の団体も少ないのが課題です。
　黒部市の紹介として、人口規模や産業形態、地域の課題として海側（旧黒部市）山側

（旧宇奈月町）で地域格差があり、地区によっては高齢率が５割を超えるところもあり、塾
等の学習機会の格差も生まれています。富山県として生活保護率は 0.33% と全国一番低
い状態だが、黒部は 1.71% と全国平均水準、人口の少なさから１件の増減でパーセンテー
ジは大きく変わってきますが、高い傾向にあると感じています。
　データを集めていく段階で課題も改めて考えさせられました。現場の温度とデータを比
べて考察する機会ができて良かったです。

◉事例に込めた思い…パワーポイント　１０～１１頁
　準備段階で８つ事例を出して検討しました。黒部市で起こった生の事例もあり、大都
市圏の社会問題ではなく小規模都市でも大変な思いをしている事を知ってもらいたかっ
たです。
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　採用しなかった事例も一つ一つとても思いがあり、血が通っている事例でした。ただ、
あまりにも救いようが無い事例もあったので、検討段階で参加者が答え辛いだろう事例
を外す事にしました。皆で考え取り組みやすい事例と黒部の身近で起こった事例とを採
用し、本番では使用しました。
　事例を作成している中で一つ一つ我々も問題の掘り起こしができ、改めて制度の狭間を
感じました。制度が無ければ救われないがグレーゾーンで制度からこぼれてしまう。困り
事を抱えた人たちをどう支援するか？かゆいところに手をどうしたら届けられるか？を改
めて考えさせられました。

◉ワークショップをやってみて…
　改めて…集客の難しさを感じました。当日も台風に選挙に重なり、団体としても秋で
イベントが重なりそういった事も考えなければ、と思いました。
　集客を手伝って頂いたキーパーソンの方々に本当に感謝しております。
　また、人づてに来られた方も含め新しい繋がりが出来たのが嬉しかったです。
　集まって頂いた皆さん本当に「真剣」に取り組んでいただいて熱い時間を過ごせたの
ではないか？と思っております。また、事例に対して色々と出して頂いた意見に「新鮮」
さを感じました。どうしても考えが枠にはまりがちになるのを改めて考えさせられたよう
に感じております。
　また、我々を含めこんな困り事を抱えた人が居ると言う事を「知って」もらう機会に
なったのでは？と思っております。どうしても現代社会における「自己責任論」など難
しい部分がありますが、皆で困り事を解決していく。寄り添いキーになる人が伴走しな
がら、地域の繋がりでとりこぼしのない地域社会を創っていく。静岡方式や色々と支援
方法はありますが、一つ一つの地域において一番あったやり方で皆が住みよい地域社会
をみんなの手で創りあげ、その一助になれれば…と思っております。
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『できることもちよりワークショップ発表会』（黒部市）
宇奈月自立塾　代表質問

公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　上野悦子

上野▶　牟田さん、発表ありがとうございました。CBID って実は障害者だけじゃないん

ですよね。日本でいったら困窮者の方とかひきこもりの方とかが入ってくるんで

すが、どうしても障害者中心ということで私たちも実施してくださった方と出会っ

てきました。そういう意味では、全国のひきこもりの方の支援とか、子ども・若者

の支援をしていらっしゃる団体である牟田さんとは、やっと一つのめぐり合いに

なったなという感じがしています。障害者中心ではないところでの実験的な実施

ができたのではないかと思います。その上で質問させていただきます。

　あおの丘さんからの紹介で、この研修をやってみませんかと言われたときに、

牟田さんとスタッフの皆さんは、すんなり受け入れられたのか。あるいは戸惑った

のか。その辺りをお聞きできたらというのが一つです。

　それから、事例がこの研修の非常に大事な部分ですが、事例を作る際に、難し

かった点をもう少しお聞かせいただければと思います。よろしくお願いします。

牟田▶　あおの丘さんから話を伺ったときに、本当にすんなりではなく、スタッフの中

でいろいろ迷いました。なぜ迷ったかというと、最初から、人が集まるのかどう

かという不安と、僕らでできるかなという不安。やはり事前の準備といった問題

がありますので。ちょうど団体のいろいろな行事も重なっていたときで、同じ

思いでできるかなというところを感じました。スタッフの中でも、積極的にやろう

という声よりも、同じだからぼちぼちやればいいんでしょうみたいな、温度差が

多少あったのも事実です。

　でも、やってみて、スタッフのレベルアップにもつながったし、思いも持って

もらえたかなという部分もありました。昨年、ファシリテーターで入るときに、

人数も足りなかったりしたので、社協の人や、あおの丘の方からも来てもらって

やれることができたのかなと思います。

　事前に難しかったのは、一つひとつの事例って一気に来るわけではなく、自分で

書いていて、新たな気づきがあったり、もうちょっとこうしたらよかったかなと。

現役で走っている事例もあれば、過去に支援した事例も含まれてという形であった

ので、目立った方がいいんだろうみたいな感じで作れば作るほど難しさにハマり
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気味になったという部分もありました。

　技術的なところで、どうしても視点が本人目線ではなく支援者目線で書いてし

まったようなところも修正する難しさもありました。

　ただ、一つひとつの事例にその人というイメージがある中で作っていったので、

その人の人生を、もうちょっとこうしてやればよかった、ああしてやればよかった

という部分もありました。

　実際、本当に書いた事例でボツになったんですけれども、亡くなった方がいたん

ですね。最後の手紙のところが、天国からの手紙になっちゃうね、これはやめて

おこうか、みたいな形になってしまって、難しいねということを非常に感じました。

ただ、その子の事例というのは、いろいろ知ってもらいたい部分でもありましたし、

社会問題化しているところでもあったので。伝えられなかったけれども、先月、

うちの指導者研修の中でも挙げさせてもらったりして、自分の中でちょっとすっ

きりした形だったんですけれども。あまり一般の人に対してはディープな内容かな

というところもあったりしました。

　難しさについては、技術的なところと、たくさん事例はありながらも厳選する

難しさを非常に感じました。その中で、制度で救えない問題もたくさんあるんだ

なというところに気づかせてもらえたかなと思っています。
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『松本市　鎌田地区・奈川地区の取り組み』
松本大学　代表質問

一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト　代表理事　渡辺ゆりか

渡辺▶　松本の皆さまは、私の団体、「できることもちよりワークショップ」を開発し
た団体が、「できることもちよりワークショップはこういうものだ」というふう
に勝手に様式化していたことを易々と打ち破ってくださいました。というのは、
今まで「できることもちよりワークショップ」って、困り事を抱えている人を知っ
ている支援者がその事例を書き、その事例に必要な人たちを呼んできて仲間作り
をするというのがスタイルだったのです。ですが、松本の皆さんは、支援者のい
ない、支援者と地域の一般住民の間をつなぐハブの役に徹してくださったん
ですね。そこに「できることもちよりワークショップ」を使ってくださったのはす
ばらしいなと思います。
　ですので、集客も、普通「できることもちよりワークショップ」をやると、７対３
で、支援者が７、他の方が３ぐらいなんですが、松本は見事にそれが逆転してい
まして、なんと塚原さんに呼ばれたから来たというような人たちが、「私たちに
もできることがあるんだ」、「普段のお節介って自信を持っていいんだね」と言っ
て帰ってくださる。支援者の方は、そのお節介をください、ぜひ次の支援のとき
に使わせてくださいという、まさに地域の困り事がその人の問題ではなく地域の
問題となった瞬間を毎回目の当たりにさせていただきました。この３人の若い「地
域づくりインターン」のみなさんが地域に踏み込んでいくことで確実に地域の
考え方を変えている。素晴らしい試みであり、素晴らしい大学だなと思いました。
　最後に私から一つ質問です。
　「できることもちよりワークショップ」をやって、さまざまな苦労や喜びや感動、
いろいろなことがあったと思うんですが、お一人お一人、一番印象的だったこと
を教えてください。

塚原▶　鎌田地区は、奈川地区と違って人口が大きいということもあって、地域の困り事
というものに対して関心が薄い方が多い印象があります。そして、町会役員を担って
いる人にも温度差がありました。ですが、町会長のお一人が、「できることもち
よりワークショップ」をやった後に、「ここまでやったら、次はこの人のために
行動指針を考えてアプローチを考えて目標を立てなきゃいけないよね」という意
見が出てきました。今までの事例検討などのワークショップでは、その人のために
ここまでやろうということを言ってくれる人が少なかったんです。それが「できる
こともちよりワークショップ」をやったことによって、そこまで考えてくれる住
民の方がお一人増えたということが、私の中で感動的でした。来週行われる「ミニ
できもち（地域ケア会議）」でも、またそういうふうに思ってもらえる住民の方
が一人でも増えればいいかなと思っています。

松本▶　奈川地区ですが、私は、新村地区、鎌田地区のファシリテーターとして入ってい
たんですが、その中で奈川地区がとても変わっていたというか、意見の出し方も
違いますし、意見で出てくるものが地域に土着しているものが多く、出てきたときに
びっくりしてしまいました。奈川らしいなと思ったんですが、どうしたらいいのか
なと。グループの中にファシリテーターさんも驚いていたというか、どうしたらい
いのかと思っていたかもしれないです。自分のできること、地域でできること、
個人と地域がイコールになっているというところが奈川地区の特徴だなとあらた
めて感じる機会となりました。
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『できることもちよりワークショップと地域の方々の反応』
（大府市）特定医療法人共和会　共和病院　代表質問

NPO 法人起業支援ネット　副代表理事　鈴木直也

鈴木▶こうやって地域の方にどんどん話をしに行って、かえって地域の中で関係が悪く

なった人がいるんじゃないかと心配したんですが、その点はいかがでしたか？

宮川▶悪くなったのではないかと感じたことはありました。しかし、交渉した方には

開催した後の報告を必ず伝えるということをしたら、「行きたかった」とおっ

しゃる方が多かったんです。ちゃんと、意図を伝えたり、後からでもこういう

目的であったということを伝えたりすることで、ケンカ別れにならないように

しています。

鈴木▶地域でどのような活動をされたのか、もう少し詳しく教えていただけませんか。

宮川▶実際、私たち、支援の対象者は入院されている患者さんが大半で、退院される患

者さんと一緒に、この地域で生活するにはどういうところがご本人の困り事にな

るかというのを、ご本人と一緒に話し合ったんです。コンビニが遠いとかバス停

が遠いとか、あのバス停まで行くのに横断歩道がないから走って渡らないといけ

ないとか。そういったところを一個一個解決というか、発掘していくということ

ですね。困り事を発掘していくということだと思います。

鈴木▶つまり生活圏をすべて歩いて？

宮川▶そうですね、２例くらいですけど、その方の生活ということで回りました。

鈴木▶本当に正面突破と言いますか、地道に行動されましたね。だからこそ見えてきた

もの、そして信頼みたいなものが後からついてくる。そんなことをすごく感じま

した。ありがとうございます。
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第 一 部 総 括

鈴木▶　厚生労働省の方で「新たな時代に対応した福祉の提供ビジョン」というものが

発表されているんですね。事例の中にありましたように、解決できないことがいっ

ぱいあって、複合的にいろんな悩みを抱えているんですね。一つの専門機関では

ダメで、子どもも障害者も高齢者も、総合的に相談に乗っていかなければいけな

いというのが一番目。

　二番目は、サービスを提供する側も同時に家族ごと支える。あなたは高齢者だ

からこうしてください、あなたは障害者だから障害者サービスねと、家族が切り

離されてしまうところがある。そこをまとめて家族として受け止める、受け止め

ていく場所が必要となる。その流れの中で「我が事・丸ごと」ということなんで

すけど、わかりやすく言うと、「我が事」というのは他人のことも自分のことと

して自分たちで助け合いましょうということ。「丸ごと」というのは、専門サー

ビスだけでなかなかできないこと、漏れてしまうことがあるので、丸ごと支援す

る体制を作っていきましょうということです。

　「我が事・丸ごと」のビジョンを聞いたときに、我々がやっていることは「我が事・

丸ごと」にすごく近いと感じたんですね。ただ、まだまだ私たちの活動は必要な

場所に届いていないという気がします。ですので、もし皆さんが「我が事・丸ご

と」のようなことをお聞きになったときは、近い活動をしている動きがあるよと

いうことで、ぜひ情報をつなげていただけたらありがたいなと思っています。
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第二部 パネルディスカッション
（2016年度中心に実施団体を中心に）

▶︎（入善町）特定非営利活動法工房あおの丘

西島亜希

▶︎（松本市）新村地区
一色美月

▶︎（名古屋市）一般社団法人　しん　
本間貴宣

　 ▶2016年度プロジェクト事業評価の視点から

　　公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　上野悦子

　 ▶本人中心の地域づくりの視点から

　　一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト代表理事　渡辺ゆりか

　 ▶プロジェクト全体の視点から

NPO 法人起業支援ネット副代表理事　鈴木直也
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2016年度プロジェクト事業評価の視点から

公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会　上野悦子

　事業評価について報告します。日本財団さんが助成された事業の社会的インパクトを調
査したい、ということで、評価対象の事業に 2016 年に行った CBID 研修プログラム開発事
業が選ばれました。
　調査方法は、ロジックモデルを作って指標を作るということで、この部分は日本財団さん
と私どもで議論を重ねたのですが、10 回くらい書き直しをすることになりました。ロジック
モデルというのは因果関係を明らかにしていくというもので、研修のこういう要素が役に
立ったからこういう成果が出ているということを見出していくというものです。
　指標としては大きく二つに分けるだろうというところに行き着きました。一つは意識の
変化、もう一つは行動の変化です。意識の変化というのはそれだけでは曖昧なので、そこ
をさらに掘り下げて、困り事がある人への理解が進んだかかどうか、それからもう一つは、
力になりたいという気持ちが進んだかどうかの２つに焦点を当てて質問を設定しました。
　実際に実施された３団体と参加者にもお話を伺うことができました。実践者の方の成果
については先ほどご発表を聞かれたとおりなので、私の方から参加者の視点で少しご紹介
します。
　回答数は松本は 27 名中 22 名、あおの丘さんは 100 名中 70 名、しんさんは 50 名中 35 名
ということで、かなり高い回答率でした。
　理解が進んだかなど３つの結果は円グラフでご用意しました。「自分にできることは見つ
かりましたか？」という問いに対して、入善のあおの丘さんは 70 名中 38 個。松本では 22
名中 11 個。名古屋では 35 名中 25 個。本当にたくさん出てきたのです。共通してわかった
ことは、１年前のことを覚えてらっしゃる方が少なくないということです。つまり、ワーク
ショップで火種がついたものがずっと消えないで残っている。
　これはなぜだろうかということで、質問してみましたら、参加者一人ひとりが考えを出す、
という参加体験の意味合いが大きいこと、それから自分が対応をしたという体験になった
のではないかということがわかってきました。それから、専門家であっても役職を離れて
個人として出せることがある、ということに気がついたそうです。例えば声かけというの
は、本当に小さいことですけど、しんさんのところのボランティアさんとのやりとりからも、
声をかけてもらって自信がついたという方がいました。
　それでロジックモデルはどういう結果だったのかですが、最終報告は３月末までに出し
ますので、まだ途中段階ですが、いろいろ話を聞いてみた結果、理解が進んだから意欲が
増えて、行動の変化に結びつくというロジックモデルで考えると、きれいな道筋でいきそう
なところ、実は、理解が進んだから即行動に移すという方もいれば、関係性ができたという
ことが大きい方もいました。例えば、あおの丘さんですと、あおの丘さんに誘われたから
来ました、また声がかかるのを待っているという方もいました。そういうことから、きれ
いに分かれていない形で、しかもくり返されていく。インパクトがくり返されることで、
行動を起こしたから次の理解がまた進む。その理解が進んだところでまた次の行動につな
がるというように進んでいくということが今のところわかっております。
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本人中心の地域づくりの視点から　

一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト　渡辺ゆりか

　私たちのような地域で困り事を抱えた方に向き合っている人間、専門職であったり、福祉の
人間であったり、支援の仕事をしていたりする人間で、「わかってはいるんだけど仕方がない
んだよね・・・」と来た人を追い返さない・全員どんな人も応援すると決めた団体は、すべて
の人が一団体では、立ち行かないことを知っているんですね。自分たちだけでは、何もできな
いということを自覚しているし、それはすでに論を待たないところにきていると思います。
　ですから、いろんな支援カテゴリの人たちが「〇〇協議会」とか、「何とか連絡会」とか、

「〇〇ネットワーク会議」ということで、忙しい現場を離れてチームで集まるんですが、私
の経験上、それらの形式的な会議で本当のネットワークができた試しは一度もないんです。
一生懸命、名刺交換をして自団体のアピールをして、必死なんですよ。けれどもそこで
リアルな柔軟性の高い、効果性の高いネットワークができたことはないんです。
　でも、このワークショップを通じると、今発表があったように、本当に地域の方が「何か
したい」「何かつながりたい」「何か連携しておもしろいことをしたい」というふうに集まっ
てきてくださる。それはなぜかというと、理由は一つなんです。ご本人を中心としているか
らなんです。困り事を抱えたご本人。
　この「できることもちよりワークショップ」は、事例を中心にしています。その事例も、
よくあるケースカルテのように基本情報とか障害の有無とか生育歴が書かれたものではなく、
そのご本人に関心を持ってもらえるよう、あわよくば好きになってもらえるように、個人的
なエピソードを満タンに書きます。趣味はこれとか、家事をしているとか、病気あるけれど
も毎日散歩をして外に出られるように頑張っているとか。本人の頑張りやステキなところや
生きざまを、きちんと載せたものをみなさんにお披露目して、まずはご本人を好きになって
もらうんです。
　ですので、最後はお手紙が届いて、「実はこういうふうに思っている」「こんなことに困っ
ている」と言われたときに、「何とかしたい」「この人のために私ができることならつながり
たい」という思いが自発的に生まれる仕組みになっています。
　私は、このワークショップのことを「粘着性のあるワークショップ」と言っているのですが、
１年以上経ってももらったお手紙が忘れられず、自分ができる機会を待っている人がたくさ
ん生まれていると聞きます。それは、ご本人を中心として、そのたったひとりのご本人のた
めに、みんながアクションを起こす。そのように中心にご本人がいるからだと思っています。
　専門職が考えたご本人の解決方法だけが正解ではないということが、地域の方々のアク
ションやアイデアを見ていると本当によくわかります。本間さんの事例にもあったように、
恋活パーティーみたいな、専門家では思いつかないようなことが起こるんです。
　でも、それも実は正解ではないんだと思うんです。誰かを応援するということに正解って
ないんですよね。でも、一つの困り事を抱えている方のために、40人、50人の人が真剣に考え、
自分のできることを惜しみなく持ち寄ったということに、嘘はないと思うんですよね。なので、
これからの地域を作っていくには、悩み事を抱えた人を中心に据え、そこに集まった人たちで
優しさを持ちよることが大切です。だとしたとき、困り事は迷惑なことではなく、地域にとって
とても必要なことだと私は考えています。
　皆さまの発表を聞いて、そして２年間の皆さんの取り組みを見させていただいて、「でき
ることもちよりワークショップ」の効果性を改めて実感しましたし、ご本人を中心として、
困り事を抱えた人から世の中を眺めなおし、そこに何が必要かをみんなで考えていく。その
ことの「豊かさ」というものを改めて感じることができました。ありがとうございます。
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プロジェクト全体の視点から

NPO 法人起業支援ネット　鈴木直也

　お時間が来ましたのでここで質問を終了させていただきます。
　ひとつ、アナウンスになりますが、今、「できることもちよりワークショップ」のテ
キストを開発しています。今年度には出る予定になっています。そこにはワークショッ
プの進め方など、すべて手順を追ってマニュアルみたいになっています。ですからぜひ
テキストを見ていただいて、地域の中で実践のツールとして生かしていただければと思
います。ワークショップの研修会も企画していこうと思っています。今後ともよろしく
お願いします。
　まとめを仰せつかっているので一つだけ最後にお話しさせていただきます。奥田道大
先生が考えた都市型コミュニティの類型というものがありまして、縦軸に地域性をとり
まして、横軸に普遍性をとります。そうしますと地域性も普遍性も小さいところ「知ら
ん振りする」というコミュニティのあり方があります。地域性が小さく、普遍性が大き
いところは「行政を叱る」。地域性が大きく、普遍性が小さいところは「身内を守る」。
それぞれコミュニティの中でいろいろ反応をされると思うんですね。ただ、地域性と普
遍性の両方を持ったところが「コミュニティ」と名づけられているんですけれども、我
が事・丸ごと受け止め、解決するということです。
　今回の事業は、もちろん「行政を叱る」「知らん振りする」「身内を守る」、いろいろ
な立場、それぞれあるんですけれども、それらを乗り越えて、「我が事・丸ごと受け止
め解決していく」、それがコミュニティを作っていくのではないかということで２年間
開催してきました。今後とも皆さん、ぜひご協力をお願いしたいと思います。これをま
とめの挨拶とさせていただきます。本当に長時間、ありがとうございました。
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